



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の

























































































































か ら 出 た『International Trends in 



























































































































































































































































































































































































































































































与える要因は恐らく人口減少です。1990 年台初めの 18 歳人口は 200 万以上で、その前
には250万程度の時期もありました。1990年代初めの200万からだんだん下がってきて、
今では 100 万を少し上回る程度になっています。
　入学者自体は、進学率が上がってきていま
すので、18 歳人口ほどではないものの、少
しずつ減っています。そして、当面移民が入
らない限り 18 歳人口は増えませんので、入
学者数は減り続けることでしょう。
　国の政策はどういった方向で動いている
か。2000 年代の初めに省庁改編があったと
きに、内閣機能が大幅に強化されました。そ
の改編で文部科学省が設置されましたが、内
54
閣機能の強化にともなって文部科学省の役割が下がってしまいました。例えば、内閣に教
育再生実行会議が置かれ、そこで教育政策の方針がかなり決められてしまっています。政
策によっては、文科省が下請け的な作業しかやってない。
　教育再生実行会議できちんと政策を決めてくれればいいのですが、実をいうと、教育再
生実行会議には教育の専門家がいません。専門家抜きで議論しているので、時々には的外
れと思われるようなアイデアが出てくることがあります。文科省の政策形成においては専
門家が多く用いられていますが、そうしたあり方が大きく変わってきています。
　そういった中で、大学が正しい方向に進むことができるかといえば、政府と大学との関
係が違ってくる中で、やはり大学人が考えていかなければならないでしょう。大学の中の
組織のあり方も変わってきていますが、それも大学人が考える必要がある。ガバナンスへ
の国の関与は少ない方が望ましい。
　このことは、京都大学の伝統である「自由の学風」とも大いに関係があります。憲法が
保障する学問の自由とも関連する自由の学風を守ることができるかということは、大学の
未来にとって極めて大きな問題です。
　とは言え、こうした学風が大学の全てに当てはまるかというと、必ずしもそうではあり
ません。多様化する中で、大学としてそれが必要なところと、そうでないところが、どう
しても出てこざるを得ない。少なくとも研究を中心とする大学では、必ず自由の学風的な
ものは守らなければならない、そのことははっきりさせていく必要があるだろうと思いま
す。
　それから大学の組織運営、これも変わらざるを得ない。今日、学生をテーマにして話を
してきましたが、日本の大学の組織運営の特徴として、そこに学生がいないことが挙げら
れます。高等教育の政策形成過程にも学生はいない。
　今後、学生も一緒になって、これらの問題を考えてもらうことが非常に大事になるので
はないでしょうか。学生は最大のステークホルダーですので、その考えを抜きにして大学
改革を進めるべきではないでしょう。高等教育研究開発センターでは、将来の大学を考え
るうえで学生の意見というのは大事である、そういった意味を含めて最初の方で紹介した
学生シンポジウムを企画した次第です（5 頁参照）。
　最後のメッセージとして、ぜひ学生の方々には、高等教育のあり方について我々と一緒
に考えてもらいたい。高校生の皆さんにとっては、もしかしたら、あなた方が将来学ぶ大
学は、あなた方がつくることができるかもしれない。皆さんにぜひ一緒に考えてもらうこ
とをお願いして、私の今日の話を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございまし
た。
